
組合員の皆様へ

京大生協で取り扱う商品の食品添加物基準の見直しについて
2019 年 2 月 20 日

京都大学生活協同組合理事会

　日頃より京大生協をご利用いただき誠にありがとうございます。

　京大生協は 2019 年 3 月 1 日より、 食品添加物基準を一部変更いたします。

　京大生協はこれまで、 日本生協連の食品添加物基準に準拠した大学生協の自主基準に基づくとともに、 それに

上乗せして 「ラック色素」 （着色料） 「安息香酸」 ・ 「安息香酸ナトリウム」 （保存料） を京大生協独自の不使用添

加物とし、 これらが使用されている食品を購買店舗で取り扱わないようにしてきました。 今回の見直しでは、 これら

の３つの食品添加物を不使用添加物から、 「大学生協事業連合　食品添加物基準」 に準拠した使用制限添加物

へと変更しナショナルブランド商品 （NB 商品） については取り扱い可能な添加物とします。

　大学生協の食品添加物基準は日本生活協同組合連合会 （日本生協連） の食品添加物基準に準拠した大学生

協の自主基準です。 もとより食品添加物は、 食品安全基本法に基づくリスクアナリシスに基づき適正に管理される

ことにより安全性は確保されているものですが、 大学生協は日本生協連とともに国のリスク評価 ・ リスク管理を基とし

つつ、 これらを継続的に改善していく立場に立っています。

　日本生協連の食品添加物基準は最新の科学的知見の情報収集に基づき継続的に改定されてきました。 直近で

は 2013 年 4 月に新しい基準に改定され、「不使用とする添加物 （不使用添加物）」 と 「使用を制限する添加物 （使

用制限添加物） が定められました。

　大学生協は、 日本生協連の食品添加物基準に準拠しつつ、 さらに上乗せした厳しい自主管理基準を設定して

います。 京大生協は、この大学生協の基準に加えて、大学生協が使用制限添加物としている「ラック色素」（着色料）

「安息香酸」 ・ 「安息香酸ナトリウム」 （保存料） を不使用添加物とし、 これらが使用されている食品を購買店舗で取

り扱わないようにしてきました。

　その歴史は 20 年以上過去に遡ります。 当時の組合員の方から 「当時の科学的知見」 に基づいた意見が出され、

理事会としてこれを受け止め、 京大生協独自の基準を定めたようですが、 今となっては詳しい経緯は定かではあり

ません。 今現在、 上記３つの使用制限添加物のみを不使用添加物とする根拠を京大生協は持っていません。

　今日、 京大生協のみで科学的知見の情報を収集し、 独自の自主基準を更新 ・管理することはきわめて困難であ

るため、 京大生協はすべてにおいて日本生協連の食品添加物基準を基とした大学生協の自主基準どおりに運用し

ていくことといたしました。

　これまで京大生協のみが不使用添加物としてきた３つの食品添加物が含まれた商品の中には、 組合員の皆様か

ら取り扱い要望が多数寄せられてきたものもありました。 京大生協は 3 月 1 日以降、 「大学生協事業連合　食品添

加物基準」 に従ってこれらの商品の取り扱い要望に対応いたします。 なお、 使用制限添加物が使用された食品に

ついては、 ３つの使用制限添加物に関わらず商品の食品添加物表示を原則とします。
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1. 遺伝毒性発がん物質と考えられるもの。

2. 一日許容摂取量が信頼できる期間で設定されておらず、日本
　生協連としてそれを補う科学データが入手できなかったもの。

3. 安全性に関する科学的なデータが入手できず、成分・規格等
　に懸念される情報があるもの。

不使用添加物における 3つの条件には該当しないが、懸念される
問題点の指摘があるため
①使用できる食品の対象範囲の制限
②使用量や残留量の制限
③成分規格の指定、
といった方法で使用を制限する添加物。

•   日本生協連が「不使用添加物」に掲載している食品添加物は、
　大学生協プライベートブランド商品（PB商品）はもちろん、
　NB商品も含め例外なく取り扱いません。

•   食堂・店舗での取扱商品の一切で使用しません。

•   使用制限添加物であっても、一部添加物は取り扱わないこととし
　ます。

•   使用する添加物については、使用できる商品の範囲を制限します。



１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

ブラジルカンゾウ抽出物

L- ラムノース

安息香酸
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「大学生協事業連合　食品添加物基準」
（2019 年 3 月 1 日～）
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